
しベっせん

m である。

3 運愉概況

干すご\ご 29 

旅客輸送人員(千人) 2 1 

/、 キ ロ(千) 12 6 

貨物繊送 トン数(千 t) 27 27 

トンキロ(千) 571 567 613 

旅客収入(千円) 47 19 8 

貨物 収入 ( ，，) 15,260 14 ,964 17,439 

巡輸雑収(，，) 。 1 34 

収入 合 計(，，) 15 ,308 14,984 17,481 

営 業 費( ，，) 13,225 12,405 17,910 

営 業利益 ( u) 2,083 2,578 ム 429 

信業係 数( %) 86 83 102 

(志村幹雄)

しベっせん 標津線 釧納本線枕:茶駅から中限i'I\を経て叙室海

映に凶|す る桜室鰐{ ìI\駅に三丘 る 69.4 km の線およ びその途中の中

傑作から根室木線の)￥床駅に至 る 47，5 km の線， 総?再来キロ

106 ，9km，調1 1網線に l~ L 線路等級は簡易総であ る。

この線はj早床付近泊・らt;'，'i rl\ を経て北礼凶斜mに :でる鉄道予).Ë

線の-:';11に該当し ， 最初中際ìl\ ・ 凶別1閣を~、ìI'線とし て IIf1和 9 ・

10 開業 した。 標茶 ・ 2十根川r，Jjはべつに計 根)j lj線としてHß和 11 ・

1 0 開業 したが . 11[1和 12 ・ 1 0 にをって 員| 阪日Ij. 中際ti': ・桜室保持f

間が 1)日通したので . ，H根別総の名称は燦Lて際沖線に統合した

も のである。Ji4別・ l単休 Illjは1I!i和 18 ・ 1 2 開通した。(森悌斉)

じほうてんそう 時報伝送 愉送業務の社雄会期jするために

l五l鉄では . Jt(京米文: fi'1üI 社Ilj ~ì世 11寺および十店準秒11寺報(昭和 26 ・ l

文部省 . mi&日>.' JJIl Þ! U会告示第 1 片)により ， 無線通11 ~設備の

あるつぎの電務以制iì付の限準時討を鞍正し，二れを基準として

科目 6 時および 12 11与の時刻を ， 無線または有線通ffl同級を使片j

して各業務機関に伝送し . II'f.j 1 の整正をわうように定めてある

(時報規程， IiH和 27 ・ 6 総法違)。

時報伝送は . 611寺および 1211年の各 l 分 l ìíjか ら開始して，指定

の時刻に終る 。

11寺報伝送電務ドは札幌 ・ l判館・ 奇ね ・ ílIIT~ .新潟 ・ 東京 ・ 名

古屋 ・ 大阪・!日i松・ jム .(1i.llI J l:iJ沿各'ì[務 Lメ。 (l xI H<辰雄)

し lまこう 支保エ (英) timbering ト γ 不ノレの品11 さく合開始

してから氷久的な彼工が完成するま で -11寺別:(，や f 砂の}調主主

を防ぐために1'1 る ítx:の附造物 ，:':- 1，、う 。

苧 J般に支保工は松丸太が{車川され， その構造は地質の良Uf な

区間に し合掌(が っ し ょう)式1 支保工， やや不良な 民 間には

L校決(えだばり)ュU 支f*工， 不良筒所はし後光栄に.こうば

り)式1 支保工がfIjいられ る。

組立ては坑外でだいたいの木版をして坑l付に運び， .fj;! lt，iで寸

法を訓1) っ て木，1 を仕上け'て建込む，この作業をする労務者を斧

指(よきさし)といレ，特衝な斧(おの)とのこぎりそれに掛矢・

巻尺だけで他に道具らしし、ものはJl! 1， 、ない。

支保工の間隔は 4 尺問 (ま) . 5)亡間tq; とし、われ. }也氏によ っ

て定め る。

丸太のみでは小さな土砂が}針決するので.りさ 3-5cm の松

板(矢板と いう )を丸太 と品1 1 さくした地山の問にはさん で 士備

する。土H のかからなレところでは建込みが終ってから矢板を

はさみ込むが. t也氏の J恋い筒l所では久一般の先端をとがらして，

少しずつ捌さ くしては l 枚す'つ掛欠てrたたき込む。これを荷量地

(ねいじ)といい. iìíj者を掛板 (かけいた)とい 「 ている。

切弘げ捌さくが終っていよいよ桜工がまfì まると 5<:1*工は徹去

しほければな らない。ニオ しを木外し (きはずし)とレわれて ， こ

のf'f 業の lìíj後が ト ンネル工 白 j rではも っ とも危険な状1設で ， 作業

に汽 つ ては it 怠を~する 。

支保工は櫨工の際に全日11以り払って T'fJ立{'i!Jl]す るのがJJj(W] で

あるが，取り除 くと 非常に危険である とか附難である均合はそ

のまま出めてしまう。これを *JiHめ設し(うめころし)といって

いる 。

馬断形(ばていけし、)のトンネノレそのものもそうであるが， 立

保工の附ifiは J，'，WII の LJI によってが)frのとれたときは列常に必

くできてレる が， flllJJJ か らの i踊 J Uこ対してはもろいので，その

よう なところでは制強しなけれげならなし 、。

I由民カ a比較的tJ:!< fで会院rr l (1I品I1 さくをわ う場合にはLアーチλ1
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